
四国のみち「木もれ日みち」は古の遍路道ともいわれ、道沿いには塚原古墳

群や静薬師（静御前の墓）があります。

「四国のみち」新緑の木もれ日を浴び、古墳群を探訪し、屋島で戦死した将

兵を弔い、義経を偲び読経に耽ったとの伝説がある「静薬師」を訪れます。

静御前ゆかりの「長尾寺」まで歩き、「静御前剃髪塚」を参拝します。

昼食は長尾寺本坊膳所で庭園を眺めながら「春の菜懐石」を満喫します。

－古墳研究グループが古墳群のやさしい解説とおへんろつかさの女性軍が「義経と静御前

の悲恋」を物語ります。－

【スケジュール】

長尾公民館駐車場 (8:45 集合 /9:00 発)

大石神社 大石北谷古墳

丸井古墳 (0.7km)〈急坂あり〉

展望台（0.6km） /高松平野を眺望

静薬師（ 1.5km） 10:30 着 川上古墳

（ 1.5km） 長尾寺（12:20着）

「春の菜懐石」料理を楽しむ。

＊遠望台までの（ 1.3km）は厳しい坂道です

大石北谷古墳

横穴式古墳（円墳）

石室(全長 7ｍ、高さ 1ｍ）

(7 世紀中期)

近年まで「ばくち場古墳」と呼ば

れていた。

静御前の墓と鍛冶池

静御前の墓と ･･･鎌倉で生

まれたばかりの命を絶たれ

た嬰児の小さな墓。

土地の人が静を哀れんで

作ったという伝承がある。

長尾寺の本坊膳所

春の菜懐石料理

H29年 ５月 ２７日（土）
９:００（出発）～ １４:３０（解散）

集合場所：さぬき市長尾公民館駐車場

参加費 : \3,500（懐石料理代込み）

定員：20 名

申込先：おへんろつかさの会

（さぬき市商工観光課内）☎087-894-1114


